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１．フィジカルインターネットのコンセプト
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出典:フィジカルインターネット実現会議「フィジカルインターネット・ロードマップ」より作成

〇 フィジカルインターネットとは、インターネット通信の考え方を、物流（フィジカル）に適用した新しい物流の仕
組み。

○ 従来の輸送網は発・着の事業者同士をそれぞれ直接結ぶのが主流だったが、積替を前提として輸送の途
中にハブを設け、受け渡し単位（貨物の規格）を統一し、物流リソースを共有化してモノのやりとりをする。



２．フィジカルインターネット実現のイメージ
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〇 フィジカルインターネット実現後の世界においては、輸送リソースは不特定多数の事業者が共同利用する
ものとなる。物流倉庫等の施設は事業者間で互いに有効に利用し、トラックも混載を進めて共同配送を行
い、最適なルートで荷物を運ぶ。

2出典:フィジカルインターネット実現会議「フィジカルインターネット・ロードマップ」より作成



３．フィジカルインターネットが実現する社会
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〇 フィジカルインターネットが実現した場合、「効率性（世界で最も効率的な物流）」、「強靱性（止まらない物
流）」、「良質な雇用の確保（成長産業としての物流）」、「ユニバーサル・サービス（社会インフラとしての物
流）」の４つの価値をもたらすものと考えられる。

出典:フィジカルインターネット実現会議「フィジカルインターネット・ロードマップ」より作成



４．フィジカルインターネット実現に向けたロードマップ
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出典:フィジカルインターネット実現会議「フィジカルインターネット・ロードマップ」より作成

〇 2040年を目標とし、フィジカルインターネットの実現に向けて「フィジカルインターネット・ロードマップ」を策定。
（2022年３月フィジカルインターネット実現会議）



５．物流MaaSの取組について
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出典:経済産業省「2022年度第１回物流MaaS推進検討会」資料より作成

〇 物流・商流データ連携と物流機能の自動化を通じた最適物流の実現に向けて、幹線輸送・結節点・支線配
送という３つのテーマに分けて、取組を推進。

取組
トラックデータデータ連携
の仕組み確立

目的
複数OEM のトラックデー
タ標準化・利活用・連携
の仕組みの実現

アウトプット

・トラックデータ連携時の
標準API ガイドライン策
定

・標準コネクタ仕様の決
定

取組
見える化・自動荷役
等による輸配送効率化

目的

・架装・積荷情報連携
による輸送貨物の可

視化及び荷主マッチング
の為の情報連携の実現
・自動荷役の実現

アウトプット

・架装・積荷情報の合理
的な取得方法の確立

・自動荷役を実現するた
めの要素技術の確立

・関係者間の情報連携手
法の確立

取組
電動商用車活用・エネマ
ネ検証

目的

安価な電力利用モデル
及び経済性可視化手法
の構築による電動車普
及促進の実現

アウトプット

商用車の電動化の経済
性及びその向上による電
動車の普及拡大


